
みどりチェック（環境負荷低減のクロスコンプ
ライアンス）とは、各種の補助事業で環境にや
さしい最低限の取組を要件にすることです。

 農林⽔産省では、令和６年度から全ての補助事業等で「みどりチェック」を導⼊し、環境にやさしい農林漁業のた
めの最低限の取組を、事業申請時にチェックシートで提出し、実践していただくことを要件としています。
 令和７年度からは、事業報告時のチェックシート提出と取組内容の確認も始まりますので、「みどりチェック」への
ご理解と取組の実践をお願いします。

みどりチェックは、誰もが取り組める環境負荷低減への「初めの一歩」です。

 農林⽔産業は環境の影響を受けやすいことに加え、農林⽔産業⾃体が環境に負荷を与えている側⾯もあります。こ
のため、⽇頃の事業活動の中で新たな環境への負荷が⽣じないよう、７つの基本的な取組を実践することが重要です。

「みどりチェック」に取り組むことで、皆様が⽇頃から環境にやさしい取組を実践されていることを明らかにし、消費
者の理解と評価を深めることにもつながります。

どうして農林水産業で環境負荷低減に取り組まなければならないの？

お問合せ先
九州農政局鹿屋駐在所
  　（直通）0994（43）3222☎

農林⽔産業には環境によい多面的機能がある⼀⽅で、
環境に負荷を与えている側面もあります。

（環境負荷低減のクロスコンプライアンスについて）
「みどりチェック」「みどりチェック」に取り組みましょう！に取り組みましょう！

令和７年度経営所得安定対策申請受付について

申請時の注意事項
・⽔⽥の地番及び作物などを事前に確認してください。
・令和７年度の作付け計画を⽴ててください。
※ 適期の作付け、収穫を⾏ってください。
※ 作業の委託（特に刈り取り、ロール等）を⾏う場合は必ず事前に委託先に確認

してください。（収穫を⾏えない、すき込みをするなどの場合は交付の対象に
なりません。）

※ ＷＣＳ、飼料作物については供給先と必ず事前に相談を⾏ってください。
 （供給が⾏えない、供給過多になる場合は契約時に⽀障をきたします。）
・農地を貸借し、利⽤権の契約が満了している⽅は再度、届出を⾏ってください。
・ ⽔稲のみの作付けを⾏う場合、交付⾦はありませんが早期⽔稲の航空防除の案

内等をお送りしますので作付予定品種をお知らせください。
なお、⽔稲のみの場合は、電話での申請も可能です。

経営所得安定対策（転作）申請を開始します。申請がない場合は交付の対象となりませんので、ご注意ください。

お問い合わせ先　肝付町役場　農業振興課　農政係 0994（65）8417
※詳細につきましては対象者に送付する申請受付⽇程表をご覧になるか、農業振興課までお問い合わせください。

内之浦地区：２月17日（月）～ ２月21日（金）《予備日２月22日（土）》

高山地区：２月25日（火）～ ３月７日（金）《予備日３月９日（日）》

申請を行う方へのお願い
・ ＷＣＳ⽤稲の植え付けは６⽉ 25 ⽇まで

にすませてください。
・ 適正な管理（⽔・雑草・畦・ジャンボ

タニシなどに注意）をしっかりとおこ
なってください。

・ 飼料作物に関しては定期的にほ場を確
認してください。発芽不良、雑草の繫
茂が⾒受けられるほ場があります。そう
いったほ場は交付の対象になりません。

印鑑
交付⾦振込⽤の本⼈名義の預⾦通帳

（⾦融機関の指定はありません）
『交付⾦に係る営農計画書（本⼈控え）』
（役場から発送します）

申請受付に必要なもの
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